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　 一 般 的 に 、 空 気 ま た は 含 酸 素 ガ ス に よ る COの 酸 化 の た め の 金 触 媒 の 使 用 は 当 業 界 に お い
て 知 ら れ て い る 。 Harutaら は 、 米 国 特 許 第 4,698,324 号 に お い て 金 触 媒 の 製 造 、 並 び に 共
析 出 (co-precipitation)に よ る 還 元 性 金 属 酸 化 物 上 に 担 持 さ れ た 金 の 製 造 を 開 示 し て い る
。 米 国 特 許 第 4,698,324 号 で は 金 の 負 荷 量 が 非 常 に 多 く （ 約 10重 量 ％ ） そ し て 改 善 さ れ た
方 法 が 例 え ば 米 国 特 許 第 5,789,337 号 に 報 告 さ れ て い る 。 米 国 特 許 第 5,550,093 号 は 、 金
の た め の ホ ス ト と し て ゼ オ ラ イ ト を 使 用 す る こ と を 述 べ て い る 。 こ れ は 優 先 的 に 遷 移 金 属
酸 化 物 と 組 み 合 わ せ て 使 用 さ れ る 。 金 小 粒 子 の 製 造 及 び 金 コ ロ イ ド の 付 着 法 は 公 開 文 献 に
開 示 さ れ て い る (J.-D. Grunwaldt, M.Maciejewski, O.S. Becker, P.Fabrizioli, A.Baik
er, J.Catal.186,458(1999))。 し か し 、 CO酸 化 活 性 が 担 体 材 料 の 性 質 に 強 く 依 存 す る こ と
が 判 明 し て お り 、 文 献 に も 記 載 さ れ て い る (M.Haruta, Catal. Today 36, 153(1997), J.-
D. Grunwaldt, M.Maciejewski, O.S. Becker, P.Fabrizioli, A.Baiker, J.Catal. 186,4
58(1999)) 。 ま た 、 幾 つ か の Au/ 金 属 酸 化 物 触 媒 上 で の 水 の 毒 性 が 報 告 さ れ て い る (M.A. 
Bollinger, M.A. Vannice, Appl. Catal. B Environm. 8, 417(1996), J.-D. Grunwaldt,
 C.Kiener, C.Woegerbauer, A.Baiker, J.Catal. 181, 223(1999))。 通 常 は 、 還 元 性 酸 化
物 の 使 用 は 、 よ り 活 性 の 高 い 金 触 媒 を 得 る た め に 好 ま れ る 。 更 に 、 金 と Al 2 O 3  と の 組 み 合
わ せ 及 び 金 と MgO/Mg(OH) 2  と の 組 み 合 わ せ は 当 業 界 に お い て 公 知 で あ る 。 更 に ま た 、 Be(O
H) 2  及 び Mg(OH) 2  上 で は Auの ク ラ ス タ ー サ イ ズ は 約 １ nmで あ る 必 要 が あ る こ と が 知 ら れ て
い る (M. Haruta, Gold as low temperature oxidation catalyst: 

 3rd World Congress on Oxidation Catalysis, R.K.Grassel
li, S.T.Oyama, A.M.Gaffney, J.E. Lyons, San Diego, Elsevier Science B.V., pages 
123-134(1997)) 。
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